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□組織の概要

（１）名称及び代表者名
清水長金属工業株式会社
代表取締役社長　山本　剛史

（２）所在地
本社・工場：京都市南区西九条高畠町31番地

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者 常務取締役　木村　昭則
担当者（環境事務局）技術部技術開発課　課長　加藤　洋平

TEL：075-681-7331
FAX：075-691-2348
E-mail：c.s.-kaihatu@shimizucho.com

（４）事業内容
電気めっき・化学めっき及びショットブラストによる表面処理加工業
　　主要加工品目
　　　電気めっき（銅・ニッケル・クロム・錫・銀・亜鉛・黒ニッケル・錫-コバルト合金）
　　　化学めっき（ニッケル-リン・ニムテック）
　　　ブラスト　　（サンドブラスト・液体ホーニング）

（５）事業の規模
資本金　1,500万円床面積　3,641㎡従業員数　57名（2020年4月現在、役員・パート含む）

（６）事業年度 3月～翌年2月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 清水長金属工業株式会社
活動： 電気めっき・化学めっき及びショットブラストによる表面処理加工業
対象： 全社・全事業

□実施体制

社
長

環
境
管
理
責
任
者

環境管理委員会

管
理
営
業
部

環境事務局

製
造
部

技
術
部

総務課

経理課

製造1課

製造2課

製造3課

製造管理課

代表者による
見直し会議

法定管理者
・特別管理産業廃棄物管理責任者
・毒物劇物取扱責任者
・特定化学物質作業主任者
・局所排気装置等定期自主検査者
・有機溶剤作業主任者

電気・ガス削減G

自動車燃料削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

水使用量削減G

化学物質使用量削減

環境啓発活動G

環境配慮製品導入
及び販売促進G

地域社会貢献活動

環境法令遵守活動

分科会

技術開発課

営業課

総
務
部

グリーン購入G



□主な環境負荷の実績

単位 2016年度2017年度2018年度
kg-CO2 728,602 750,379 758,247

電力 kg-CO2 327,535 347,649 349,547

灯油 kg-CO2 35,659 41,714 40,562　
都市ガス kg-CO2 314,080 312,994 319,597

ガソリン kg-CO2 5,061 3,649 5,028

軽油 kg-CO2 45,435 43,461 43,560
kg 160,673 159,768 96,123
kg 2,676 3,541 3,171
kg 157,997 156,227 92,952
㎥ 30,610 36,433 36,562
㎥ 29,591 36,433 37,642
kg 4,921 5,502 5,026
MJ 16,195,223 16,755,01816,684,904

電力 MJ 8,796,936 9,337,124 9,388,122
灯油 MJ 525,177 614,358 597,843

都市ガス MJ 6,122,420 6,101,254 6,081,238
ガソリン MJ 75,428 54,391 34,081
軽油 MJ 661,357 632,630 583,620

*　化学物質使用量はPRTR法第一種指定化学物質の合計使用量
*　電力の二酸化炭素排出係数は0.366kg-CO2/kWh

□環境目標及びその実績

（目標）
基準年度比

（実績）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

kg-CO2 347,649 337,219 303,874 294,758 291,719
2017年度 97.0% 87.4% 97.0% 96.0%

kg-CO2 312,994 309,863 277,792 277,792 275,014
2017年度 99.0% 88.7% 100.0% 99.0%

kg-CO2 48,588 48,588 47,967 47,487 47,007
2018年度 100.0% 98.7% 99.0% 98.0%

kg/百万円 6.268 4.328 3.839 3.450 3.415
2018年度 69.0% 61.2% 89.9% 89.0%

kg/百万円 1.762 1.549 1.629 1.582 1.564
2018年度 87.9% 92.4% 97.1% 96.0%

kg/百万円 0.604 0.394 0.469 0.475 0.469
2018年度 65.2% 77.6% 101.2% 100.00%

紙再生比
率

21.8% 25.0% 21.6% 25.0% 26.0%

2018年度

kg/百万円 264.0 283.9 286.0 313.0 308.7
2018年度 107.5% 108.3% 109.5% 108.0%

㎥ 37,642 37,576 34,636 33,611 33,264
2018年度 99.8% 92.0% 97.0% 96.0%

－
環境対応
めっき販売
占有率

7.1%
2018年度

10.5% 9.3% 12.1% 13.1%

－

　

*3　2020年度目標の基準年度は2019年度に変更した。

都市ガスのからのCO2
排出量削減

*2
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□環境活動計画と取組結果及び評価、次年度の取組内容

達成状況 次年度
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剥離液の容器検討

3Rの推進

脱脂剤の変更

ジェットヒータの見直し

数値目標

電力からのCO2排出量削減

取り組み計画 評　価、次年度の取組内容

地震感知式のブレーカーの検討、導入
節電啓発活動

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

ピークカット、ピークシフトの実施

ガスについては売上低下の中でも原単位、使用量と
もに減となった点は評価できる。費用側面でボイラー
を1F→2Fへ移設したことによりNI-P浴の昇温時間が
短縮でき作業着手も早くなり、午後一納期達成が叶
うようになった点は評価できる。灯油使用でのジェッ
トヒータのガス化はコスト的に不可調査結果となった
が、火災発生延焼拡大リスクから乾燥炉の加熱媒体
を電気に替えられないか実施検討を行う。

処理層・蒸気配管等のメンテナンス
断熱材の補修と新たな処理槽への取り付

数値目標

冬季の加温対策・メンテナンス

銅置換防止策の検討
数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

脱脂剤使用量の削減

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

自動車燃料からのCO2排出量削減

各車両の燃費把握・改善

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

無駄走り把握・削減

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

コンセント類の清掃

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾋﾟｰｸが超えてしまったことは残念であった。理
由として①構内外注業者含め全社的な節電意識に
欠落があった。②アラーム発生時での情報及び協力
体制の連携欠落。　があった点である。
売上下降状況下での使用量達成、原単位未達はや
も得ない。来季、特にデマンドピークを下げるために
も研磨場、排水処理場にパトライトを増設し共通の状
況提供と節電協力体制を再整備してゆく。

エアコンのフィルター清掃

蒸気配管の点検・修繕

ガスからのCO2排出量削減

燃費向上車両と非向上車両とがあるだけに留まらず、その
要因、原因を把握し改善余地があるのか探る迄の管理が
必要。何か容易に対策が打てるものがあるかも知れませ
ん。無駄走りについても発送忘れが多かったことに対し「注
意します・パソコンで管理します」だけではなく「見える化」
が必要と考える。これは月々の燃費データの集計表と同じ
く日常での見える化・活用化が必須と考える。

ニムテックめっき液の長寿命化

使用量、原単位も達成は良かったです。特に処理槽への
析出がほぼ無く活動されたことに敬意を表します。一部硝
酸洗浄残り、長期休止でのカビの発生及び配管バルブ復
帰操作忘れによるカビ液との混合トラブルが相次いで3件
生じた点は勿体ない。これを撲滅するために通常作業以
外の浄化、洗浄作業について手順をカルテ化し、再発歯止
メ策をしっかり行い監視、コントロールしてゆく。

不純物混入経路の清掃

適正温度によるクーラー運転

シアン化合物使用量の削減

ボイラ使用の管理及び標準化

数値目標

エコドライブコンクール参加

使用量・原単位ともに未達成であった。アルカリ脱脂は数年
ぶりの全量更新、電解脱脂については、Fe不純物蓄積での2
回/年更新、アルカリ脱脂更新と強アルカリの廃棄量がほぼ
昨年の2倍以上であった点を精査すると、製品表面の油付着
が多い顧客様製品が増えている点にある。特定顧客様での
油分付着量の低減をもっと積極的に投げかけ分科会としてそ
の後のフォローを行う。

エコドライブ教育の実施

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

一般廃棄物の削減

日常の始業前点検

ニッケル回収液の再利用

ジンケートのシアンフリーの挙動確認
青化銅炭酸ソーダの除去

ニッケル化合物使用量の削減

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

排出量は減少傾向である。ただ製品と一緒に入ってき
た緩衝材の量と再活用量が把握できていない。せっか
く廃棄物の量を削減実施していただいていても数値が
不明であるのは残念であるので、再使用量の把握を行
う。製造現場で使用する梱包資材及び事務職系で使用
するコピー紙の購入量だけでも月単位で推移を認知し
ておく。これらが見えると使用者も使用量の抑制成果が
感じられ無駄使用の回避につながると考える。

数値目標

ノーマイカーデーの実施

可燃物、紙くずの分別状況の定常化

数値目標

数値目標

使用量は達成したが売上低下で原単位は未達成であった。
青化銅更新のなかでも使用量が低下したのはバレルめっき
ライン撤退の効果と考える。めっき皮膜剥離液の更新が6回/
年は多いと考える。此のあたり、剥離作業を伴う社内不適合
が多かったのか、それとも顧客様都合での再加工依頼が増
加したものか精査できる資料・情報・記録化を実施してゆく。

脱脂剤の適正補給と管理



達成状況 次年度
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

グリーン購入の啓発活動

数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

西棟の水量管理

グリーン購入品一覧リストの見直し

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

災害時対応品の調査検討

既存顧客の掘り起こし

配管漏れチェック
水量入力時の使用目的の記入

省エネ設備の調査・導入検討

蛍光灯のLED化の残が34本、内、応接が21本あるが
それは異常と考える。器具自体を見直す切欠とす
る。エコモータへ採用は、何がエコなのか利点と欠点
を明確にし現場投入し、記録化してゆく。

中央通路の穴埋め

フロン排出抑制法

排水処理場のペンキ塗り

過去の試作採用事例からの皮膜改良

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

近隣の方からは、市のゴミ集積場の提供と散乱時で
の清掃について感謝の声を頂きましたそこで何か腕
章等と携帯し、清掃活動中であることを内外にPRす
ることも大切と考えます。広報活動的にも近隣の方と
も交流の切欠となります。

古切手回収活動

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

化審法

廃棄物処理法

毒劇法
シンナー、灯油の保管、消防活動阻害物質の届出

めっき設備、排水処理施設、局所排気装置
騒音規制法・振動規制法

有害物質使用特定施設の届出及び点検

集塵機、局所排気装置、めっき設備の点検、作業環境測定の実施等

下水道法

地域社会貢献活動

産業廃棄物の削減

事業系一般廃棄物、産業廃棄物（廃酸、廃アルカリ、金属くずﾞ、廃プラ等）

水質汚濁防止法

グリーン購入手順書に基づく物品の購入

油の持ち込み削減

節水啓発活動

局所排気装置、排風機大気汚染防止法

週1回の会社周辺の清掃
エコキャップ運動

第一種特定製品の点検

緑化活動

適用される法規制

尚、関連当局からの違反指摘及び訴訟等は過去5年間ありませんでした。

労働安全衛生法

PRTR法 特定化学物質の排出量及び移動量の届出
第一種特定化学物質使用の禁止

毒劇物の管理
消防法

不純物混入経路の清掃

取り組み計画

青化銅炭酸ソーダの除去
ジンケートのシアンフリーの挙動確認

数値目標

ニムテックめっき液の長寿命化

バルブを電磁式に変更

広域にわたる販促活動の展開

給水量の削減

ライン別目標設定
数値目標

環境配慮型めっき製品の開発、販売促進及び工程プロセスの確立

評　価、次年度の取組内容

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

ニッケル回収液の再利用

新たな業種開拓

作業時間と水量の関連性把握

剥離液の容器検討

特機ライン初動遅れがあった点と翌年からのコロナ
ショックの影響が売上低迷若しくは販促訪問停止に
陥ってしまった事実は否定できない。トライボロンの
鉛レス皮膜が望まれるのであれば、皮膜開発に取組
むべきである。所謂シーズとニーズの提供+環境側
面の抑制+期待寿命の延命と考えるところに販路拡
大の道がある。開発皮膜のニーズ把握も同様であ
る。何をどのように困っておられるのか？どう解決す
るのかを協議し、推進してゆく。

使用量達成、原単位未達成であった。特機ラインの
水中シャワーは製品洗浄及び槽内濁度抑制効果は
望めそうで良い。給水でのダブルバルブは開け過ぎ
ない仕掛けで良い。只、給水量削減ターゲットは自
動ラインとし、例えばシャワーノズルの破損が目立ち
全更新すべきである。実行すれば節水効果とともに
検査での汚れ拭き取り作業も減り効果は望めると考
える。

結果的に排出量、原単位とも未達成であった。しかし
削減ターゲット別に見るとNI-P達成、ニムテックの
ターン数延長達成、三価クロミック未達成(剥離再
めっき増加）、アルカリ脱脂更新が今季に限りで重な
り、強アルカリ廃液が2倍迄増加し未達成となった。
今季、有価回収できた鉄屑、銀廃液についても今後
委託量、金額を見える化することで分別意識向上に
もつながればと考える。

空圧機、送風機

グリーン購入



□代表者による全体の評価と見直し

□環境活動の紹介

今期、EA21においては中間審査にて「2017年度版ガイドラインへ適合」を達成する事できました。活動のプロセスや成果が
年々レベルアップしているとつよく感じています。皆様ほんとうによく頑張ってくれました。
EA21の活動＝地域社会への貢献活動として『京都市地域企業耀き賞』を授与したことは社史に残るとても名誉なことと喜
んでいます。
しかしながら、「活動のための時間確保」として「整える日」を設定していたもののうまく活用できず、内部コミュニケーション
や一部の分科会活動が低調になってしまった面は反省点です。
 2017年度版へのバージョンアップを行った中で、一部の分科会は既に金額換算に置き換えを計ってくれたことにより、新し
く経営目線での見方ができることを実感しました。「なんとかして削減したい」というモチベーションが双方向から得られるこ
とで活動を加速することを期待します。
 来期でEA21は8年目、4回目の更新審査となります。
 また、「地震と火災に備える」に対しては、空焚き防止ヒーター・震撼ブレーカーの設置、灯油ジェットヒーターの見直しなど
着々と対策も進んでまいりました。継続して対策に取り組んでまいります。
 今回の新型コロナもそうですが、世の中“まさか”はあり得ます･･･
 地震・火災・水害に加えリスクとして、「パンデミック」や前述の「情報セキュリティー」も想定しておかなくてはなりません。
 あらためて、BCP（緊急時企業存続計画）の策定は、社員みんなの生命を守り、わたし達が生活の糧としているこの清水
長を持続可能なものにし、かつ顧客・地域社会の安全と安心に貢献できる極めて重要な取組みとなります。（昨今は顧客
より取引条件となるケースも）
 「働く社員を守れる災害に強い会社」「顧客・地域社会から信頼される清水長」を目指すため、次年度はEA21とリスク管理
を融合させBCPをさらに強固なものにさせてゆきます。

令和元年度『京都市 輝く地域企業表彰』において
『地域企業輝き賞』を受賞

（公財）交通エコロジーモビリティー財団
からのエコドライブ優良活動認定証

地震感知式ブレーカーの導入 公道沿いにある会社花壇の緑化活動


